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Abstract
When considering the lifestyle of young people in recent years, a smartphone is an indispensable tool and 
it can be said to have great influences on their lives.  On the other hand, advertising, such as television and 
internet are abundant in the streets.  Especially, OOH（Out Of Home media） such as transportation advertis-
ing and outdoor advertising has been the focus of attention.  This is because opportunities to see outdoor me-
dia have been increasing with an increase of young people’s going-out time.
Then what do young people do during going out?  On weekdays, young people as students are spending a 
lot of school hours and the way to the school in the train.  In such a situation, it will be said that a hanging 
poster in a train is an important advertising media.
However, we can see young people addicted to a smartphone in a train.  They don’t seem to be seeing a 
hanging poster.  It is guessed that using a smartphone has a possibility to give a certain influence on advertis-
ing.
Therefore, in this thesis, we’ll clarify the following two points.  What kind of influence has the spread of 
smartphones had on young people’s behavior in a train?  What kind of influence has the behavioral changes 







り広告などの交通広告や屋外広告といった OOH（Out Of Home Media）が注目されている．これは近年の
若者の外出時間の増加により，屋外のメディアに触れる機会が増加したためである．では，外出してい
る若者は外で何をしているのか．NHK 生活者調査の「2010 年 国民生活時間調査報告書」によると，平日
における学生の外出時間 10 時間 46 分の内，実に 10% の 1 時間 12 分を通学時間が占めている．その内















荷台数は前年比 365.4% の 855 万台へと大幅に増加した．契約数も 2011 年 3 月で 995 万契約となった．
内約半数を iOS，つまり iPhone が占める．Android は 386 万契約で 40.4% を占め，国内では iPhone 対
Android 連合という構図が鮮明となっている（電通総研編（2012））．電通が 2011 年 6 月に実施した調査














実は人々の外出時間は増加している．12 ～ 19 歳の
男女の 1 日の外出時間は 2000 年の 9 時間 3 分から
2007 年には 9 時間 42 分へと大幅に伸び，20 代も 9





（2008））．また，NHK 生活者調査の「2010 年 国民生
活時間調査報告書」でも同様のデータが出ている（表
1）．2000 年，2005 年，2010 年の 5 年間の在宅時間
の推移は 10 代の女性で 14 時間 12 分，13 時間 25 分，
【全員平均時間】 平日
（時間　分） 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年
国民全体 15:08 15:18 15:16 15:13
男
10 代 13:53 13:41 13:13 13:06
20 代 11:56 12:03 12:07 12:11
30 代 11:41 11:12 11:23 11:58
40 代 12:01 12:09 11:36 11:07
50 代 12:46 11:54 12:45 11:59
60 代 16:07 16:23 16:04 15:26
70 歳以上 19:06 19:55 19:01 18:57
女
10 代 13:44 14:12 13:25 13:15
20 代 14:26 14:11 14:17 14:13
30 代 17:08 16:13 15:31 15:36
40 代 16:27 16:34 15:48 15:55
50 代 17:06 16:43 16:22 16:36
60 代 19:08 18:55 18:33 18:20
70 歳以上 20:19 20:31 20:19 19:46
有職者 13:33 13:14 13:15 13:13
主婦 20:04 20:23 19:56 19:55
無職 19:57 20:07 19:53 20:03
学生 13:50 14:06 13:22 13:14
表 1　在宅時間の変遷（男女年齢層別・職業別）
D02776_15-山川由起子.indd   116 2013/01/24   15:28:01
スマートフォンの普及による若者の電車内行動の変化
－ 117 －
13 時間 15 分．20 代女性では 14 時間 11 分，14 時間 17 分，14 時間 13 分となっており，両世代ともに
在宅時間は年々減少しているということがわかる．学生全体を見ても，14 時間 06 分，13 時間 22 分，




では，外出している若者は外で何をしているのか．NHK 生活者調査の「2010 年 国民生活時間調査報
告書」によると，学生の平日の在宅時間 13 時間 14 分，つまり外出時間 10 時間 46 分の内，学業に当て
ている時間は 8 時間 14 分，通学に 1 時間 12 分，社会参加に 1 時間 59 分，その他の会話・交際やレジャー



















































OOH の拡大を促す結果となったことである．③ OOH 媒体の変化とは，鉄道会社の変化，行政・法令
の規制緩和，行政の民間活用の活発化，都市圏における大規模再開発，技術革新により，ターゲットを
より細分化した広告制作ができるようになったことである（電通編（2008））．
また，OOH の強みとして，安価なことと認知の持続性が挙げられる．OOH の露出度が 1000 世帯に
到達するために必要なコストは，テレビのそれと比べると 7 分の 1 で済むので，テレビ広告よりも多く






















川女子大学情報メディア学科の 2 回生 112 人を対象としたアンケート及び聞き取り調査を行った．調査
方法として，12 ～ 14 人の 9 つのグループを作り，グループごとに電車内の行動と携帯電話及びスマー
トフォンに関してのアンケートをとった後，聞き取り調査を行った（調査期間は 2012 年 4 月 17 日から



































乗車している場合では「会話」が 72% の 91 人と突出しており，その次に「スマートフォン操作」という人







ン所有者の内 38% である，35 名が何らかの変化があったと回答している．具体的にどのような変化が
あったかという質問の内，多くみられた回答は「使用時間が増えた」11 人，「暇つぶしができるようになっ












































































よく見る 31 29 3
見る 66 58 39
あまり見ない 15 23 66




































広告好意度 よく使う 使う －0.135 0.152 0.379
あまり使わない －0.090 0.240 0.708
使う よく使う 0.135 0.152 0.379
あまり使わない 0.044 0.253 0.861
あまり使わない よく使う 0.090 0.240 0.708
使う －0.044 0.253 0.861
広告頻度 よく使う 使う －0.019 0.141 0.896
あまり使わない －0.185 0.222 0.407
使う よく使う 0.019 0.141 0.896
あまり使わない －0.167 0.235 0.479
あまり使わない よく使う 0.185 0.222 0.407
使う 0.167 0.235 0.479
中吊り頻度 よく使う 使う －0.348 0.168 0.041
あまり使わない 0.074 0.266 0.781
使う よく使う 0.348 0.168 0.041
あまり使わない 0.422 0.281 0.136
あまり使わない よく使う －0.074 0.266 0.781
使う －0.422 0.281 0.136
屋外頻度 よく使う 使う －0.205 0.134 0.130
あまり使わない －0.249 0.212 0.241
使う よく使う 0.250 0.134 0.130
あまり使わない －0.044 0.223 0.842
あまり使わない よく使う 0.249 0.212 0.241
使う 0.044 0.223 0.842
表 8　スマートフォンの使用頻度と広告の好意度，広告を見る頻度との関係






























広告好意度 変化した 変化しない －0.349 0.540 0.023
どちらともいえない －0.066 0.180 0.716
変化しない 変化した 0.349 0.154 0.026
どちらともいえない 0.283 0.177 0.114
どちらともいえない 変化した 0.066 0.180 0.746
変化しない －0.283 0.177 0.114
広告頻度 変化した 変化しない －0.176 0.145 0.228
どちらともいえない －0.114 0.170 0.502
変化しない 変化した 0.176 0.145 0.228
どちらともいえない 0.062 0.168 0.714
どちらともいえない 変化した 0.114 0.170 0.502
変化しない －0.062 0.168 0.714
中吊り頻度 変化した 変化しない 0.053 0.179 0.770
どちらともいえない －0.029 0.209 0.892
変化しない 変化した －0.053 0.179 0.770
どちらともいえない －0.081 0.207 0.696
どちらともいえない 変化した 0.029 0.209 0.892
変化しない 0.081 0.207 0.696
屋外頻度 変化した 変化しない －0.205 0.139 0.143
どちらともいえない －0.291 0.162 0.076
変化しない 変化した 0.205 0.139 0.143
どちらともいえない －0.086 0.160 0.590
どちらともいえない 変化した 0.291 0.162 0.076
変化しない 0.086 0.160 0.590
記述統計
度数 平均値
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